
　　◆編集・発行◆　陸前高田市復興対策局　〒029-2292 岩手県陸前高田市高田町字鳴石42番地5　☎0192-54-2111（内線436）

4 1

 市は、このたび、気仙町双六、広田町中沢、小友町新田地区において、団地や関連道路の

整備に着手しました。これにより、計画している防災集団移転促進事業全３２団地のうち、

８団地で工事が進むことになります。他の地区についても、調査や用地取得が進み次第、工

事に着手していきます。  

        防災集団移転促進事業 新たに３団地の工事に着手 

        ≪双六、中沢、新田地区が加わり、着手は計８団地に≫  

 復興Ｎｅｗｓ  陸前高田 
＜第８号＞ 

平成２５年７月発行 

陸前高田市復興対策局 

ニ  ュ  ー  ス 

詳しくは、復興対策局（内線４３２、４３６）まで。 

各戸配付 

ニュース①  

 震災により被災された皆様の住宅再建について、個別相談窓口を開設しています。  

◇相談日 毎週月曜日から金曜日（祝日を除く） 

◇時  間 午前８時３０分から午後５時(午後５時以降は事前に連絡してください) 

◇場  所 市役所４号棟１階「復興対策局」 

◇対  象 震災により住宅が全壊または半壊し、住宅の再建を検討している 

      人、または防災集団移転促進事業による移転を検討している人 

◇内  容 震災復興計画における集団移転事業や自力再建についての相談など 

◇その他 土地区画整理事業区域内に土地を所有している人は、都市計画課 

       （内線４４１～４４３）までお問い合わせください。 復興対策局は４号棟の１  

階に移動しました  

        住宅再建等個別相談窓口を開設しています  ニュース⑤  

詳しくは、復興対策局事業推進室（内線４３３、４３４）まで。 

双六住宅団地・関連道路整備工事  

◆工事期間  

 平成25年6月7日から  

 平成26年3月28日まで  

◆工事内容  

 団地造成工事  Ａ＝9 ,549㎡  

 造成区画数11区画  

 関連道路整備工事  Ｌ＝191ｍ  

            （Ｗ＝6 .0ｍ）  

 歩行者専用道路  Ｌ＝34ｍ  

            （Ｗ＝3 .0ｍ）  

新田住宅団地・関連道路整備工事  

◆工事期間  

 平成25年6月20日から  

 平成26年3月3日まで  

◆工事内容  

 団地造成工事  Ａ＝6 ,793㎡  

 造成区画数7区画 (公民館あり )  

 関連道路整備工事  Ｌ＝151ｍ  

            （Ｗ＝6 .0ｍ）  

中沢住宅団地整備工事  

◆工事期間  

 平成25年6月13日から  

 平成25年12月10日まで  

◆工事内容  

 団地造成工事  Ａ＝4 ,893㎡  

 造成区画数9区画 (集会所あり )  

公民館 

集会所 

          住宅再建にかかる支援制度のお知らせ  ニュース④  

(注 1)がけ近…がけ地近接等危険住宅移転事業。土地区画整理事業区域以外の浸水区域から高台に自力再

建する際、借入金利子や移転経費の補助が受けられる。住宅建設や土地売買の契約前に申請が必要。 

(注 2 )防集…防災集団移転促進事業。被災地域で、市が整備する高台の団地に集団で移転する事業。  

(注 3 )※印の 3制度は、まだ申請を受け付けていませんが、準備が整い次第、改めてお知らせします。 

 平成2 5年6月末現在の住宅再建支援制度 (実施予定(※ )を含む )について、お知らせします。  
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詳しくは、建設課住宅推進係（内線４５０）まで。 

         災害公営住宅 建設予定地（案）のお知らせ  ニュース②          新しい市役所の位置 東日本大震災浸水区域外の高台に   

        ≪市民アンケートや市議会での議論を踏まえ方針を決定≫  
ニュース③  

詳しくは、建設課住宅推進係（内線４０４）まで。 

県営住宅 700戸 6地区
市営住宅 300戸 6地区

市内12団地
≪全体≫

1,000戸

 平成２５年６月１日現在における災害公営公営住宅の建設予定地（案）をお知らせしま

す。なお、本案は今後変更される場合がありますので、あらかじめご了承ください。  

今泉地区① 75戸 県営 脇ノ沢地区 60戸 県営
今泉地区② 30戸 市営

西下地区 40戸 県営
長部地区 60戸 市営 柳沢前地区 28戸 県営
水上地区 30戸 市営

大野地区 40戸 市営
栃ヶ沢地区 300戸 県営 田端地区 20戸 市営
下和野地区 120戸 市営
中田地区 197戸 県営

60戸

68戸

60戸
617戸高田地区

米崎地区

小友地区

広田地区

105戸

90戸長部地区

≪地区別≫
今泉地区

造成が進む栃ヶ沢地区建設予定地 

 

（１）新しい市役所の位置は、東日本大震災の浸水区域外で、高台を基本とする。 

（２）新しい市役所の具体的な位置については、現市役所庁舎の位置を含めて引き続き検討し、適切な位 

 置を選定する。 

（３）新しい市役所を設置するに当たっては、まちづくりの観点や利用者の利便性の確保について、十分留 

 意して対応していくこととする。 

新しい市役所の位置の検討結果 

 

（１）市民アンケートにおいては、高台に位置する３案の高田町鳴石地区（現市役所庁舎）が約４１％と最も多かったこ 

  と。 

（２）職員アンケートにおいては、高台が望ましいとするものが約７５％を占めたこと。 

（３）市議会から、「住民アンケートは重くとらえるべきだが、現在の市役所は十分な立地場所とは言い切れないもの 

  がある。住民の求める意思を汲み取り、土地区画整理事業区域外において適切な位置を決定されたい」旨の申 

  し入れがあったこと。 

（４）復興計画推進委員アンケートでは、１案と３案はほぼ同数であり、復興計画推進委員会（6/24）でも、「より安全な 

  場所に設置すべき」との意見とともに、「安全面の確保、行政機能の保全、避難施設としての活用等を考慮のうえ、 

  中心市街地にあるべき」と、双方の意見が出されたこと。 

検討結果にいたった理由 

これまでの検討経過  
・５月１５日(水)～３１日(金) 
・６月７日(金) 
・６月１０日(月)～１２日(水) 
 
・６月１７日(月) 
・６月２０日(木) 
・６月２４日(月) 
・６月２６日(水) 

市民アンケート 
市議会全員協議会 
職員アンケート 

対象職員数 515 人 回収数 423 部 回収率 82.1％ 
市議会東日本大震災復興対策特別委員会 
市議会から申入れ書提出 
陸前高田市震災復興計画推進委員会 
庁議 

 詳しくは、都市計画課計画係（内線４５０）まで。 

市民アンケート集計結果  
配布数 8,506部 回収数 3,823部 回収率 44.9％ 

候補地 選定理由 備考 回収数 割合

＜1案＞
高田町荒町地区
（本丸公園入口付近）
地盤高 T.P.13ｍ程度
面積　約16,000㎡

・敷地面積に大きな余裕がある
・かさ上げ後の新しい中心市街地にあ
り、まちづくりの核となる
・新JR駅に近く、公共交通機関の利便
性が良い
・庁舎から市街地の状況が把握できる

・これまでの住民説明会等で高台への建設を
望む意見あり

1,177 31%

＜2案＞
 高田町下和野地区
 （現高田小学校）
 地盤高 T.P.15ｍ程度
 面積　約14,500㎡

・敷地面積に大きな余裕がある
・新しい中心市街地に近く、来庁者の
利便性が良い（複数の用足しが容易）
・新JR駅からも徒歩圏内である

・1案より新JR駅からやや遠い
・敷地の北側道路の拡幅計画あり
・南側に災害公営住宅があるため眺望が悪く、
市街地の状況が把握しにくい

849 22%

＜3案＞
 高田町鳴石地区
 （現市役所庁舎）
 面積　約8,800㎡

・敷地は不整形だが、面積は確保でき
る
・三陸道のインターに直結している
・消防署、幹部交番、コミュニティセン
ターに隣接し、災害時等の連絡が容易

・新しい中心市街地から離れ、来庁者の利便性
が悪い（複数の用足しができない）
・新JR駅から遠く、交通機関の乗り継ぎが必要
・本庁舎建設の間の仮設庁舎が必要となり、建
設費用及び移転費用がかかり増しする

1,555 41%

＜4案＞
 気仙町今泉地区
 （今泉地区土地区画整
理事業区域先行地区）
 面積　約15,000㎡

・歴史的には気仙地域の中心地である
・地域住民から今泉地区に公共施設設
置の要望あり
・眺望がよく、高田町及び気仙町今泉
地区の状況が把握できる

・新しい中心市街地から遠く、来庁者の利便性
が悪い（複数の用足しができない）
・新JR駅から遠距離のため、交通機関の乗り
継ぎが必要
・換地だけでは用地が足りない見込みであり、
用地取得のための費用が発生する

159 4%

その他 上記以外 アンケートの自由記載 83 2%
3,823 100%計


